
現代生活スタイルの＜私化＞

に関する一考察

荒　　岡　　作　　之

序

わが国で＜豊かさ＞に関する論議が、1980年代、とりわけ、半ば以降盛んに

なり、価値・ライフスタイル研究や生活様式研究にも新しい動向が生まれてい

る。

現代社会の変貌に伴い、生活の社会化は一層進展し、従来、生活の共同的再

生産を担い、支えてきた基礎的な社会諸集団にも大きな変化がみられ、国民生

活の「リストラクチュアリング」が指摘されてもいる。また「経済大国」と

「生活小国」との著しいギャップ、私的消費の「豊かさ」に対する社会的消費

の立ち遅れ等への国民的な不満と批判が広がっている。

本稿は、そうした現代「消費社会」の動向をふまえ、定着してきている生

措スタイルの＜私化（privatization）＞から消費生活の「豊かさ」を陥射し、

1■∈のく出かさ＞を創出しうる生活スタイルの有様の考察を諌厩とする。

そこで、まず、生活の「リストラクチnアリング」の進行と＜私化＞の諸相

を把え（Ⅰ）、次いで、生活スタイルの＜私化＞に関する主たるアプロ・－チを検

討する（Ⅱ）0それらをふまえ、現代「消費社会」下のく私化＞の特質と問題点

を析出し（Ⅱ）、最終章では、新しい価値・生活スタイル創出の誅店を提示し、

結びにかえる（Ⅳ）。

謹

1）＜豊かさ＞概念およびアプローチは、多種・多様である。「人間性アブトーチ」、

「関係性アブローーチ」、「物的アプローチ」、「時闇的アプローチ」、「生態系（ェコ。

ジー的）アプローチ」の五つのアプローチをふまえ、K．マルクスの＜温かさ＞諭の
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現代生活スタイルの＜私化＞に関する一考察（荒岡）

豊かさを角田修一は論じている（「生活様式の経済現前」基礎経済相学研究所編

『講座　群造転換』第4巻、青木書店、1987年所収）。

＜豊かさ＞諭に一石を投じた訓物として、附岐淑子『盟かさとは何か』（岩波新

各．1989年）および渡辺治『「豊かな社会」日木の枇造』（労働旬報社、1990年）が

挙げられよう。

2）ライフスタイルと生活様式の概念とは、相対的であいまいた概念といえるが、前

者は、周知のように、1960年代初現に消費者行動の新たな説明原理として、マーケ

ティング研究者が注目したことで登場したものである。同概念はもともと、M　ウ

エーバーの「生活態度ないし生活様式（Lebensfuhrung）」諭に起源をもち、T　ヴ

ェブレンに応用された社会学用語である。

ライフスタイル枕念が英語圏に澱をみせたのは、「Lebensr別Irung」の意味する

範囲を検討し、適訳として「Styleoflife」を当てたH HガースとW．ミルズに依

るとされる。

井関利明「ライフスタイル概念とライフスタイル分析の展闇」、村田・井関・川

勝編『ライフスタイル全書』（ダイヤモンド社、1979年）、飽戸弘「ライフスタイル

研究の新しい動向」飽戸弘・松田義幸編r「ゆとり」時代のライフスタイル』第1

葦（日本経済新聞社、1989年）、松木康「現代社会の社会変動とライフスタイルの

展開－生活システム諭の視点」『愚想』730月（岩波書店、1985年）等および

Veblen．T．ThcTheoryof LelSure Class，MacmlIlan，1912Weber，M川Typen

derHerrschaft“inWirtschaft undGesellschafft，1925（濱島朗訳F’権］）と支

配』みすず告房、1953年）等、参照。

なお、生活株式に関しては、既に、吉野正治『生活様式の理論』（光生餌、1980

年）、井原哲夫『擾活株式の経済学』（日本経済評論社、1981年）等の研究がある

が、生活様式（ライフスタイルを含む）諭を的確に整理し検討したものとして、相

木和学『生活様式の社会理論』（来信堂、1987年）第2章、成瀬龍夫『生活様式の

経済理論』（御茶の水書房、1988年）等がある。また、青野英岐は、行為、社会

構造、社会関係概念を駆使し論究しており興味深い。同「郡市的生活様式、踊考」

関東社会学会『年報・社会学論摸』第2号、1989年参考されたい。

3）富永正文「プロ∵ローダ　新・大衆時代の消錯構図」プレーン嗣集郡編『90年代節・

大衆時代の消費トレンド』（誠文堂新光社、1989年）8頁。

4）生活の＜私＞志向、私生活の価値化、＜私化＞を、J H．ゴールドソープらの

prlVatlZed sty】eの用語を援用した官良市の概念に依拠し、「公的な生活や象へのl毀

心に比べて私的な生活郡象への関心がより一層肥大してくるという傾向」（129ri）

として、本稿では使用している。営昆布「私化へのアプローチと若干の論点一一社

会意識諭の一課怒－」現代社会学会議裾（アカデミア出版会、1984年）は示唆に

富む。
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現代生活スタイルの＜私化＞に関する一考察（荒岡）

Ⅰ

日本経済が京気上昇にあり、1986年10月以降始まったとされる‘‘消費ブーム”

も一過性の現象とはみなしにくく、堅調な消壇が長期好況を支えているといわ

れている。

家計における雑費の伸長とェンゲル係数の低下、耐久消費財の「高級化」、

「多様化」、サービス消費の著しい増加等が進行している。ブランド品や高級車

が売れ、海外旅行熱の高まり等から私的消興の「豊かさ」を伝える議論は盛ん

である。

そうした「豊かさ」が高度な生産力水準を擁し、社会的・生活的な大きな枇

造変革とかかわらせて語られてもいる。ある論者は、技術革新・「電子情報革

命」と相互に刺激しあう、あらゆる生活面での“再構築”の動きに着日し、「生

活面でのリストラクチhアリングが進展している」と把えている。同氏は、新

しい生活スタイル構築のための中身を、最近にみられる兆候や調査データをふ

第1蓑　的年代における生活のリストラクチャリング

キー・コンセプト－代表的例示

①　日常生活と日常生への耽溺－貴族的消費社会（マス・ノーブル）の様相

②“ゆとりけの創造【1「タイム・／くジェット」優先の価値観が誕生

③　技術・情報・知識に対する京極的創加－ホームオートメーシュンが進む

④　世界化－世界中へのコ出し旅行の結果、選択眼が高まる

①　パーソナル・アイデンティティ（PI）の完成一自分流、人生80年・タテ型址

活モデル

⑥　ニューマーケノトの誕生－ワーキング・マザー（働くお母さん）市場、おとこ

市場などなど

①　ヒューマン・ウェア（HW）の尊歪－人間関係のネットワーキング、交流

⑧“hl・”の一般化－ハイテク、ハイキャッチ、ハイタッチ、ハイクオリティ、ハ

イプライス、ハイセンス

⑨‘’快適”語のはんらん－「ヘルシー・ビューティ、セクシー」または「遊び、美、

光、知臥健丘臥　変など」

⑬　ジャパニーズ・ドリーム－日本型の生活様式が新時代の生油モデルとなる

出所　プレーン編孤部荊『90年代桝・大衆時代の消費トレンド』（誠文堂新光社、1989年）8京。
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現代生活スタイルの＜私化＞に関する一考察（荒岡）

まえ、10項目にまとめている（第1表参照）。

例えば、従来、非口常的であった旅行や高級耐久財であった采用事等がいず

れも日備性の中に組み込まれ、日本人の誰もがいままで未耗験の「貴族的生

活」を営む、ぜいたく消根の「貴族的消蟄祉会」（マス・ノーブル社会）の様

相を墨している（「①針常生活とlヨ常性への耽溺」）とみる。同第①項目をはじ

め、すべての諸項目は、コンピューターと情報通信技術が結合してできた「電

子情報革命」があらゆる産業、経済、社会、生活の側面にわたって広範周な影

野を与え、その及ぼす地域も全国、全世界的であることと悶達し、具現化する

という。90年代における消輿が、一層盛り上がっていく韮盤の成熟として諾項

目を列挙しているのであるが、現実の消費生活上の「豊かさ」意識を支え、醸

成する客観的基盤が一定拡大し続けていることも否定しえない。

「リストラクチュアリンク」とも称しうる止宿の桃造変化の進行する過程

は、同時に、国民意識、生括意識の変化する過程でもある。

総理府「国民意．識」調査（1990年5月実施）において、「今後、生活のどの

ような蘭に特に力を入れたいと思うか」を聞いたところ、「レジャー・余噴生

活」と答えた者が点も多く（37．2％）、「住生活」（22．6％）、「食生活」（12．6

％）、「耐久消炎朋」（4．1％）、「衣生活」（1．6％）となっている（第1図参照）。

政府・財界などが喧伝する長期好況と堅調な消掛は、「レジャー・余暇生活」

充足志向として「高級化」・「多様化」の動きを一層強めていくことが推察され

る。

さらに、統計数理研究所の実施した用木人の国民性」調査の経年的諸結果

をみると、「暮らし方」では、「どこまでも清く正しく暮らすこと」と「社会の

ためにすべてをささげて暮らすこと」が大きく減少し、「自分の趣味にあった

暮らし方をすること」および「のんきにくよくよしないで暮らすこと」が著し

く榔大している。さらに、「日本の幸福と個人の幸福」では、「日本がよくな

って、はじめて個人が幸福になる」が減少し、逆に「個人が率福になってはじ

めて、日本全体がよくなる」という意見が毎回増加している。

これらの指標は、意識と生活スタイルの＜私化＞として指摘されよう。＜私

化＞とはいえ、これは、戦後まもない頃のそれとは明らかに典なる現代「消費
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現代生活スタイルのく私化＞に関する一考察（荒岡）

吉野
49　495050515152　53　54　55　56　57　58　59　60　6162　63平元

1115115115　5　5　5　5　5　5　5　5　5　5　合成占

財閥：給理府「国民生活」調査（1990年5月実施）、総理府広報室編『月干】j世論嗣

充J平成2年10月号、52頁。

第1囲　今後の生活の力点

社会」下でのく私化＞の特質を備えているのである。

かつて作田啓一・が指摘した「献身価値」から「充足価値」への変化は、一層

範まる傾向にある0先に総理府調査で「国から何かしてもらいたい」気持ち

と「回のた射こ何かをしたい」気持ちを聞いたところ、前者（国からの受益）は

452％、後者（国への奉仕）は、僅か15．4％であった。

以上みてきたような生活スタイルの＜私化＞は、“豊かさ”充足価値に向け

てどのような憤性をみせるのであろうか。

先の総理府調査で、今後の生活の仕方についての考えを問うたところ、第2

図にみるように、「物質的にある程度豊かになったので、これからは心の出か

さやゆとりのある生活をすることに韮きをおきたい」（53．0％）と答えた者が、

「まだまだ物質的な面で生活を豊かにすることに重きをおきたい」（308％）と
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現代生活スタイルのく私化＞に関する一考察（荒岡）

年昭4748で器誓；冒冒；：警冒冒誓誓冒冒冒筈‡冒邦書
H椰il

出所　第1園に同じ。

第2図　心の豊かさか、物の豊かさか

答えた者を凌駕している。

わが国国民が＜豊かな＞生活を意識し始めたのは、高度経済成長期に入って

からのことであり、つい最近まで＜豊かさ＞＝「物の豊かさ」（物質的欲望充

足）であったことと考え合わせるならば、「物」よりも「心」の方が歪要と単

純に意見表明しているとは把えにくい。いずれにせよ、今回調査までの推移

は、生活スタイルのく私化＞が、「物の出かさ」から「心の豊かさ」へと求心

化してきていることは確かである。

宮島喬は、＜私化＞という現象の問題点を原理的に考察するために、従来の

「大衆社会論的考察」の他に、近年注目を浴びてきている「現象学的社会学か

らのアプローチ」と「記号論的発想などを採り入れた消費社会論」からの考祭

とをふまえ検討している。

本稿では、「心の豊かさ」問題を＜意味志向＞・＜自己実現＞問題に内包し

うると解し、同氏の指摘と論及点に示唆されつつ、次章はそこに踏み込んで生

活スタイルの＜私化＞アプローチについて論及してみたい。

云主

1）経済企画庁編『経済自書（平成2年版）』およびF国民生活白書（平成2年版）』

（大蔵省印刷局）参照。「技術」をメーンテーノマとした今回の『生活白書』は、「わ
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現代生活スタイルの＜私化＞に閑する一考察（矧現

が国で生活の豊かさの実感できない大きな頚机として、「私的消軋水準に比べ

「社会的消費」水準の宜ち遅れを指摘している。

2）富永正文、前掲論文、8頁0同氏ま、㈱日本リサーチーヒンクー常務取締役の任に

あるD「生活のリストラクチャリングのrl］身」として、10項目にまとめ説明してい

る（9－13頁）。

3）統計数理研究所が5年ごとに実施の「日本人の国民性」調査結果は、総理府広報

室編『月刊世論調査』誌上で紹介されている0『＜第4回＞日本人の国民性』（至誠

軋197畔）参照0『＜第5回＞l」本人の国民性』は1991年未刊（予定）。

4〕例月啓一「価値と行凱『文化と行動』〔今日の社会心理学〕（培風館、1963年）。

51宮山詔、前掲論文、132貢。

I

「心の豊かさ」に関して言えは、宮島のいうところの「意味に志向する意

識」として＜私化＞意識の現われる仕方が注目されよう。すなわち、現代社会

の「大衆社会」化、「管理社会」化の一層進展する下で、労働者諸個人は、自

らの労働力を商晶化し、官僚制化した生産・サーヒスの機構の管理と拘束のも

とに包摂されているnそれゆえに、無意味性からの逃避として私生活領域にの

み「H由」と「解放」の「小宇宙」を兄い出すこととなりがちである。したが

って、「独唱の、多分に主観化された内面の『私』の世界が成立し、個人はそ

こで、日分にとってリアリティのある体験や事象にのみ意味を付与していく」

ことになる。

「心の農かさ」を志向する「意味追求の営みが私化のうちに含まれている」

とすれば、A・／ユツツやP Lバーガーらの問題関心、現象学的社会学から

のアプローチがそうした営みと深くかかわってこよう。

個人をとり巻く現実が、国家や地域社会や戦場等が「管理社会」化、制度化

の強いものであればあるほど、それらは叙意味化され、逃避の対象となる。

では、個人にとって意味什b Lうるリアリティあふれた体験や事象とはどの

ようなものか○意味追求のく私＞の世界とはどのような壁括スタイルとして立

ち別オつれるのであろうか。

現象学的社会学者達がみているように、私的世界が、解釈という手続きを通

して対象に意味付与されるものである以上、多元的で多様なものとして認識さ
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現代生活スタイルの＜私化＞に的する一考察（荒岡）

れる。個人にとって自己実現の世界が多様であるように、それらには、個人的

な趣味やレジャー、第一次的な接触、さらには瞑想や白日夢ですら意味月七・さ

れる対象となる。

く私化＞の具現は、野山に出て自然と親しむアウトドアライフ、手作りホヒ

一、園芸、庭いじりへの熱中、各種スポーツ、マイカー、パソコン通信、TV

ゲーム等々への没頭としてもある。

生活の「リストラクチュアリング」で挙げた諸項目でいえば、「パーソナル・

アイテンティティ（Plカモテルの追求や「ヒューマン・ウェア（HW）」の尊

重に通底するものといえよう。やすらぎ、まじわり、つなかりといった人間交

流、サロン、クラブ、サークルといった多様なヒューマン・ネットワーキング

に意味を付与し、自己実現の場として有意性を兄い出すのである。

「意味に志向する意識」が、賃の個（主体）の解放、自己実現へとその営み

を推し進めうるかは問われるところである。その検討は第Ⅱ章にゆずり、ここ

では機能合理性の貫徹する現代企某下にあって、「仕事中心主義」のみられる

労働者の「仕事」への意味付与について考察してみよう。

日本経済新聞社が1986年に実施した「10ケ「■、億識調査」結果によると、諸外

国に比べてわが国は、「人間として働くのは当然だから」（232％）の回答項

目がきわだって高い〔米国（43％）、カナダ（6．1％）、英国（4．8％）、フラン

ス（51％）、西独（58％）〕。このように働くことを当然視するわが国労働者の

労働観、仕事観を、現象学的社会学的視点から、「仕事」が土■王に忠味に充ちた

匹界の主観化されたものたりうるかを枚討してみよう。

第3図は、「仕事」と「会社」へのコミットメント状況をみたものである。

電機労働者（2万人組合上1）を対象としたものではあるが、「仕事」や「会社」

が、忠味や価値にコミットしている状況を肥えうる調査結果である。

3分煩の会社観に仕事優先か私生活優先かを組み合わせて6煩型の態度が研

出されたのをみると、男性の場合、⑤「私生活優先・会社ほどはど」型が355

％と最も多く、次いで、⑥「会社勤めは生活の手段」型（18．7％）、④「仕事直

接会社コミット（私生活優先・会社献身）」塾（15．3％）と続いている。⑤＋

⑥で過半数（女性は実に7割強）を占めていることがわかる。①の「仕事好き
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〈仕事虚視〉

〈趣味・家庭生活重視〉

注　比率はカノコなしが男性（）内が女性。

出所：竃機労連「彷11回組合員意識」調査（1989年9月宍施）
『賃金と社会保障』（労働旬報社、1990年10月上旬号）7頁。

第3図　仕事と会社へのコミットメントの状況m性別－

の会社人間」型が1割強（女性は4．1％）を占めるにすぎないことから考える

と、先にみた「仕事中心主義」は、仕事好き・仕事が“生きがい，，とは明らか

に異なり、「仕事」に私的アイデンティティはみられない。

同調査結果は、私生活優先、会社への関心の希薄化としてく私化＞の方向性

を明示している0すなわち、現代労働者の生活世界でもある「仕事」は、生き

がい、働きがいとしての意味付与は低く、「手段主義」的対応としてあること

を教えている。

労働における疎外状況下でみられる私的世界からの「仕事」や「会社」への

コミットのそうしたあり方は当然と思われるが、その他の個人の内なる主観的

体験世界においても、意味欠如感や無力感を抱くことが多いとすれば、やはり、

「心の豊かさ」追求を通してみてきた「意味への欲求の充足」の問題と並んで、

「物の豊かさ」にかかわる「ものへの欲求の充足」（欲望充足志向）現象との

関連も問題となろう。

私的消費の「豊かさ」や消費の「高級化」、「多様化」が消費の堅調とともに

語られる一方で、資産や所得格差の拡大がすすみ階層分化と階層消費が生じて

おり、マイホーム取得をあきらめ「一点豪華主義」的消費、「やけくそ消費」
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に走っているとの指摘も多い。

第2図でみたように、「物質的にある粘度豊かになったので……」との認識

を支えうる社会的現実をふまえた上で、「物」への欲求充足として＜私化＞の

意識が現われる仕方を考察するためには、「消費社会」諭のアプローチと動向

が注目されよう。近年の「情報化」、「サービス化」の進展とも相まって「少晶

蔵大玉生産方式」から「多品種少韮生産方式」へと移行し、「大衆消班社会」

の終えんと「階層消費」時代の到来が論じられている消雪等諭では、高度消費社

会における差異化・差別化のファクターが採用され、「豊かさ」を前提に「成

熟社会」と「溢れるモノ」のタームとともに、「個性化」論や「多株化」諭が

語られ、「㍍裕化」諭を膨らませている。

そこで、「物」への欲求充足として差異化を採り上げてみると、「物」の効

用（機能性）とともに、ある意味ではそれ以上にそれに付与される「記号」、

例えばデザインからブランドまでの形態上の差興が新たな欲求充足の目標とな

り強調される傾向がよみとれる。「成熟商晶にあっては、基本的な品質・機

能の差別化が困雑となる一方、消鷺者の購充動機における機能的・実質的効用

のウェイトが低下する。ここからサイズ、重丑、色、テザイン、スタイル、パ

ッケージといった感性的、表層的効用やアイデアの新奇性が差別化軸としてク

ロース・アップしてくる」のである。

そういった差別化や差異化は、まさに†J【j孜の「個性化」、「多様化」を推し進

めるべく空気（「森林浴缶詰」）、水（「六甲のおいしい水」）、住環境等すら「商

品環境」という形で新しい希少財を次々に成立させてきたのである。

また、高級乗用車や別荘、パソコン等の「物」（商品）に有意性を兄い糾し、

「記号」としての「物」に私的生活領域における主観的体験世界のリアリティ

を付与するならば、「現象学的社会学からのアプローチ」と「消費社会．諭と

は、記号論的発想を介して“合体”し、＜私化＞の意識を表出しているように

も思われる。

生活スタイルの＜私化＞ほ、意味付与による＜自己実現＞・「生活世界」充

足志向というよりも、総じて、消費志向・「物」（商品）への充足志向が優位に

立ち、先導し、強めてきたといえる。
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註

1）宮島否、前掲論文、132頁。

2）同上、133貢。

3）同上Dそうした営みに関する現象学的社会学研究では、Aシュッツから大きな

影哲をうけ、Mウェーバー、丘デュルケィム、Ⅹマルクス等から多くを学んで

いるP LバーガーやTルックマンの研究が、知識社会学と宗扱社会学領域の大

きな業鋸からしても特に注目に債する。

Berger・P・L・＆T Luclくmann・TheSoclalConstractlOnOfReallty，Doubleday，

1960（rlL口節郎訳『日常世界の鞘成』新曜社、1977年）。Schutz，A，ThePr。blem

OfSoclalReallty，TlleHague・1967・および片桐雅隆「レリ／くンスと社会的世界

－私化現象とAツエツツの社会理謝こついて－」『人文研究』第3昭第1扮m

（大阪市立大学、1978年）等、参照されたい。

4）富永正文、前掲葡文、11【2貢。

5）宵J⊥ム　喬、前掲論文、137貢。

。）小沢雅子『新・階層消費の時代－所得格差の拡大とその影響－』（朝日新聞

社、1989年）参照。

7）次の文献を挙げておく0博報堂生活総合研究所『「分衆」の誕剋（日本経済新聞

社、1985年）、藤岡和賀夫『さよなら，大衆。』（PHP研究所、1984年）、村上泰琵

『新中闇大衆の時代』（中央公論社、1984年）、閑適総研編『「豊熟」消費－時代は

リッチ＆クオリティーー』（日本経済新聞社、1989年）。

8）陶山計介「巨大メーカーのマーケティング行動」保田芳旧・加藤義忠編『現代流

通論入門』（有斐臥1988年）、56‡‡。

Ⅱ

次に、生活スタイルのく私化＞にみられる特質と、それが「消批社会」論で

取牛扱われる際の問題′真の検討に移ろう。

＜私化＞そのものは、前近代的・旧共同体的な制度や関係性からの「個」の

確か解放として、自立化・権利化に向か用極面を具え、表出する可脂性を

もつ0しかしながら、管理社会化状況からの脱出やそれへの異議申し立ては、

私的生活領域での「自由」の拡大や＜自己実現＞を志向して、とりわけ「物」

への欲求充足・消費志向の＜私化＞として立ち現われている。

生産力水準の一層の高まり、労働運動・住民運動からの「圧力」と生活の社

会化の進展は、国民の生活欲求も広げ高めることに寄与してきた。しかし、資

本の本性が、全生活領域や講欲求を利潤追求・自己増殖の対象や手段にくり入
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れることで、欲求不充足感や意味欠如感、無力感を増幅させている。管理社会

からの避難所としての「私的生活」や「生活世界」にみる生活欲求は、資本の

欲求の投影された充足志向として消費需要を高めている0

1980年代中頃以降の消蟄需要の構造的変化をめく“る議論は多彩であるが、中

でも「少衆」論、「分衆」論は著名であり、消費（生活）の「個性化」、「多様

化」諭と関連付けた検討が重要となる。ここでは、それらの理論が国民の生活

水準や消洪水準の「豊かさ」を所与のもの、すなわち規定因とみなした上で、

自由でかつ多面的選択的な欲求充足のあり方に重ね展開している点に問題を絞

り論及してみたい。

まず第1に、「豊かさ」・「富裕化」といった概念は、相対的でかつ比較的概

念である。例えば、消費水準の「豊かさ」と貸金栴造・最低賃金制との関連は

無祝して論じえない。購死力平価でみた諸外国との国際比較、“手取り”可処

分所得の推移をはじめ、世帯主の残業の増大や妻の就業・「共働き」の増大、

多敬な債務等が消費の好調を支えている事実をどう評価するのであろうか。ま

た、家計調査上での十分位階級における第1と第Ⅹとの、低所得層と高所得層

との資産や所得の格差拡大を規定因たる「豊かさ」とどう関連付けて論ずるか

は問われるところとなろう。

第2に、「豊かさ」現象や諸指標は、今日の生活の社会化とそれに伴う生活

スタイルの変容に規定されてあるものが多く、自由で選択的な欲求充足とは把

えにくい。住居教、被服蟄、雑型（特に、教養娯楽費、交際費）といった支出

費目の有様の分析は好例である。家栗・地代の増加（消費水準の向上）は劣悪

な住宅事情の反映ともいえるし、被服費の増加も、非物質的労働者・「サラ

リーマン」の実数・比率の増加に伴う必需品化とみなしうる。また、教養娯瑛

費、交際費にあらわれる生活欲求は、かつての旧型の生活スタイルでは、基本

的に共同体的に充足されていた費目である。

また、地価高騰のあおりから遠隔地に「マイホーム」を構え、深夜帰宅の労

働者の「高扱串」保有をもって、消烈者の好みの「個性化」・「多様化」として

括るには無理があろう。

第3に、さらに重要なことは、消班の「個性化」、「多様化」現象が、巨大企
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業の峨略、「マーケティング行臥とりわけ製品差別化政麓、市場朝分化政策

によってもたらされた」ということである。

先にみた「物」への欲求充足、自他の差異化のための「記号」としての「物」

草受志向は、「差別的優位性」（differentialadvantage）といったマーケティ

ンク戦略の日班の大枠のなかで現われているとみなしうる。さらに、消賢者が

フr‾リングや自分の生活哲学に沿って「物」やサーヒスを選択し、自分の′f二

活をデザインしていく場合も同株であろう。現象学的社会学からのアブ。＿チ

ほ、く私化＞のうちに意味追求の営みを含めて注目したが、「私的生活」、「内

なる主観的体験世界」すら資本の側は、利潤追求・需要創造の対象領域として

・r托し活用する0しかも、主観性・悪意性が強ければ強いほと、操作可能性の

また諾いものとなる。

生活倫理（ェートス）の未結晶な、選択原理を持たない生活スタイルのく私

化＞は・他律性の高い生活欲求を「個性化」、「多様化」として表出する。むし

ろ・マ‾ケティング戦時等を考え合わすならば、「多品種の商品が大砲に生産

され・“個性化’’の外皮をまとって大量消費されていく。これが現在の大量生

産・大玉消費の姿」であると言ってよいであろう。

企業のマーケティング戦略によって「少衆」や「分衆」が創出され、生活ス

タイルのく私化＞は「物」の消費へと求心化させられるのである。

註

1）澄川英幸は、現代の消費需要の精選的変化を、く情報化＞という新たな汗木蓄鎖

のテクノロジーと消費機略の展開として分析することの重要性を指摘している（「現

代消費諭の検討」糸国辰雄・中野安・前田竃朗・山中豊国編『転換闇の流通経済学

3．マーケティング』大月書店、1989年所収）。

2）英田是「国家独占資本主義と国民の消費空清の諸間凱『利学と思想』軋35（新

日本出版社、1980年1月）74－5貢。

3）陶山計介、前掲論文、53貢。

4）同上、52貢。

5）同上、5時0同氏は、そこでメーカーによる「差別化軸の見直し・再構成の動

き」と消貴著の「本物志向」、「ファッシ。ン志向」とを密接に関連づける必要に葡

及している。

6）橋本和孝、前掲雷、173貢。
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Ⅳ

消費への志向の強い／臣舌スタイルの＜私化＞は、企業活動、マーケティンク

の多様な展開によって生活欲求を高め、「個性化」、「多棟化」を推進するC　汽

本の側は、全生活餓域と生活欲求を利潤追求、需要対応＝創造のための対象と

する。そのために、人間性の形成と男女の人格的結合の単位として不可欠な家

族や私的日常生活こそが、本来の自己を「回復」し、「自由な」独白の世界を

創出しうると思われがちであるが、重大な問題をノ∫■′み危機的な棟相をそこは畏

している。

第1は、日常生活の基盤の脆粥性についてである。家庭生活での消費を支え

る有力な手段は、給与であり賃金である。何らかの災厄や事故で収入かとだえ

たりする事態に遭遇すれば、fl一活はもろくも壊れてしまう。したがって、日常

的に物価や事故、健康等への配慮は欠かせないものとしてある。収入の「源

泉」である企業＝職場への依存、忠誠を強めなければならず、現在と将来の生

活不安解消のために、内需拡大による「消費ブーム」の下で、一層、過度労働

と過剰貯蓄という現代日本の寄型的な生活スタイルが進行するのである。

第2に、生活の社会化が進展し、住活の共同的再′【三度を従来担い支えてきた

家族等の血縁集団やコミュニティ、地域詩集同の社会的機能が後退・絡′トした

ことで、ますます家庭生活は外部の施設や機関への依存を強めざるをえない憐

l句にある。したがって、この部分も㌍本の側のマーケティング戦略の重要なマ

ーケットであり、家族の独仁l機能の縮小化の進行は加速化される。

第3に、家庭珪宿での個人化・家計の佃計化が進み、家族構成員の人l相聞係

は希薄化し、社会生活維持の基本的単位としての家族の解体状況（「少産化】

も深刻）の広がりがある。

90年度『国民生活日割が教えているように、音響製品、テレビなど従来1

台を家族全員で視聴していたものであるが、多数保有世帯の増加となって現わ

れている。母親の就業、重装備した個室に暮らす子供の学習塾通いの増加等

で、家族揃って食事を取る世帯は減少し、家族構成員の行動における個人化は

一層強まっている。
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以上のような問題状況にあって、生活の防衛と雇用安定のために、4割敢

（′128％）のサラリーマンは・意味への欲求充足どころか過労死の可能性を実

感しつつ、「家族への責任」（728％）として勤め続けているのである。生活ス

タイルのく私化＞が、受動的な選択に依拠する「消費者的主体性」から脱しえ

ないかきり、＜豊かに暮らす＞生活欲求の充足は困難な課麗となり続けよう。

そこて、唱かさ＝ゆとり」と抱え、ゆとり＝「カネ」十「ヒマ」＋「環境条件」

と限定付けてその内容を枚討してみよう0低賃金構造や即時聞・超過密労働間

臥さらには公共サーヒス、エコロシー問題等の大きな障害や問題状況に直面

することがわかる0「環境桑件」一つとってみても、岬唆淑子が入閣生活には

げ週性、「よ。ところとなる共同部分」があると指摘した社会的共通資本、社

会保陣、公共サーヒス、仁J然環境等が含まれうるものである。

資本の側が、「助、さ」を演出し、全生活分野に浸透し、利潤追求によって

r一服の労働と生活にあらたな矛盾や困難をもたらしてきている以上、撞活主体

の側からの臥術と抵抗、質の＜豊かさ＞を享受しうる生活スタイルの創造は緊

要な課題である。

く私化＞には・個の確立の表現として、前近代的・旧共同体的な社会関係に

対する抵抗力を具えた人旧を形成するという蔚極的な意味をもつ面もありう

る。しかし、周知のように現実にはその辺の相関として、社会的・同家的視野

を欠き、連帯や集団となじまないところの私的個別的適応、とりわけ欲望充足

志向として発現しがちである。′巨括倫理（ェートス）や選択原理を持たず、狭

い視野と幽係性に留っている「消費者的主体性」や「意味主体」からは、私的

生活価値が発条となって、扶のく豊かさ＞を実現しうる主権者的主体性への転

住の可能性は乏しい。

そこで、＜私化＞のあり方、く主体化＞軸の転生の意味が問われよう。現代

「消費社会」諭や企業のマーケティング戦略からは、「個性化」や「多様化」

を「豊かさ」や「欲求」の高次化と結びつけ論じられもする0主観的で自主的

な「意味付与」、自由で個性的な「選択」等、＜主体化＞軸での洗化・高次化

を想起させる。

しかしながら、「個性化」が臨調「行革」の「仁】律・自助」の押し付けであ
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ったり、「多様化」が複合型人事管理の採用・強化への転生であったりもす

る。

まさに、担いうるく主体化＞ほ、単なる「私」（佃）への求心化、深化ではな

く、「公」的価値・普遍的・民主的価値と結合されて推し進められるべきもの

である。自律とともに社会的連帯が必要であり、‘儲争’’構造に歯止めをかけ、

「管理社会的」生活価値や「欲望充足」価値に疑問を！古する価値転換が要請

される。

畏のく豊かさ＞享受のための新しい生活スタイル創造の課題は・今日のく私

化＞の現実をふまえ、そこから出発することになろうが、さしあたり次の諸点

は、特別に盃要な意味をもってこよう0

第1に、全生活領域で掛こアイテンティファイしうる集団的・民主的な人l用

関係＝社会関係を創出すること、および第2に、民主的共同の価値形成に基づ

き、新しい関係性創造の原体験を共有すること、である0

貴に意味付与しうるアイデンティティの形成は、新しい咽らん」、多柾な

「ヒューマン・ネットワーキング」の関係性に求められたり、さらには価値転

換の契機を具え、既に原体験を消渋生活にかかわり提供している「地域的な共

同性を育てる新しい社会集団」において果たされるかも知れない0

そこでの営みが、奇型的で、消費志向の強い生活スタイルの＜私化＞から脱

出し、資本の側の設定した生活の準拠枠から、賃に自己を解放し得る価値と生

活スタイルを創出するであろう。それは、自律と連帯の生活倫理（ェートス）

に裏付けられた真の主権者的主体性による新しい共同的な生活スタイルといっ

てよいであろう。

…主

1）高橋勇悦「都市文化における同調と祝争」石川晃弘・梅沢正・高橋労悦・宮島喬

『みせかけの中流階級』（有斐閣、1982年）、160－1貢を参照されたい0

2）佐藤卓利「内需拡大と国民生活」、戸木田嘉久編『リストラクチュアリング・労

働と生活』（大月質店、1990年）第5章および、小川一夫「日本の隅貯蓄メカニ

ズム』を解明する」（『ェコノミスト』1988年7月5日号）参払

3）「民営化」問題とともに、生活主体同士の共同・連帯の営みが欠落するケースが

【104－
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問題となっている。

4）前掲『国民ヨ三活l＿ほ‡』、116－8H馴‰

5）富国生命が199昨10ノ」に実施した「アンケート調査」結果（『毎日新聞J1990年

11月28郎j夕刊）の紹介であり、対象は苫都圏の同一企掛こ15年以上勤務している

サラリーマン500人である。

6）田中義久『私生活主範批判』（筑阻l順、1974年）、61頁。

7）富永正文、前掲論文、14H。

8）呵峻淑子、前掲書、199頁。

9）牧野富夫『「豊かな日本」を聞う』第3J洋（昭和出版、1990年）参照。

10）豊泉周治は、「シ′エツツにおける日常世界は、閉鎖した急別世界として方法的に

櫓成される社会科学の世界に対して、意味主体にとっての『開かれた可雄性』の世

界として論じられる」ことを強調し、従来の批判の見落してきた点を指摘している

（「日常世界と主体性十一∵ンユツツにおける経験の『開かれた可雄性』－」日本

社会学会『社会学評論』節37巻第3号、有斐閣金牌）。

11）例えば、萩原勝『復線型雇用管理』（日経連広報部、1987年）および、木元進一

郎『労務管理の基本問題』（中央経済社、1987年）は、立場は異なるが扱っている。

12）川田是『現代社会問題の理論』（青木書店）199京。人々の共属性を育て共同性を

実現するような捉団として、そこでは生活協同組合・消費者運動・地域共済組織が

例示されている。

神　宮己

脱稿後、拙稿の間題関心と論点に近いところから、新しい生活様式の具体化のための韮

本的提示を含む優れた諭稿にふれる機会を得たので参照されたい。

同縞では、自立と協同の原理のうえにたつ新しい生活株式の具体化として、「〔安定した

職業生活と収入、それにうらづけられた個々人の〕自由な欲求の多面的な実現」、「労働

時間の短縮による自由時間の創造」、「家族の〔男女の〕新しい関係」、「社会的所得保障

〔貸金の上昇、特に、低賃金構造の打破〕」、「孜か住宅・都市・福祉など共同消費手段

の充実」、「〔環境との〕物質代謝のノてランス、生産〔者〕と消費〔者〕の接近」、の六つ

の条件を提示している（角田修一「新しい生活様式→自立と協同1」、野澤正徳・木下滋・

二相和澗『自立と協同の経済システム』大月書店、199咋4月、183－190貢）。




